
９期   知らなかった あんな話 こんな話 科 

～そして生きがい再発見～ 

日時： 令和３年 ７月１５日（木曜日） 

場所： 豊中市地域共生センター（第５回講座） 

学習テーマ：「北摂のこどもたち～今こどもたちの暮らしは～」   

講師： 松村 幸裕子 先生（共奏学舎主宰） 

 

内 容  

１．データでみる北摂のこどもたち 

こどもは６０年前に比べて半減している。３０年前に比べて児童のいる世帯も半

減。３世代世帯は１／４。１世帯当たりの児童数も減少。 

２．事例でみる北摂の子供たちと社会課題 

こどもの貧困（絶対的貧困と相対的貧困） 

発達障害（生まれつきの脳機能の発達の偏りによる障害） 

不登校（３０日以上欠席した者の内病気や経済的以外の理由、心理的、情緒的） 

引きこもり（仕事や学校に行かず且つ家族以外の者とは交流せずに６か月以上 

自宅に引きこもっている） 

ヤングケアラー（家族の介護やケア身の回りの世話を担う１８歳未満のこども） 

放置子（明確な定義はないが親が仕事でいない、こどもに関心が無い・・・） 

虐待・ネグレスト（児童虐待、身体的虐待、性的虐待・・・） 

３．母子世帯の一週間 

Ｙ家の一週間の表を見て討論（時間的余裕が全然ない） 

４．北摂の子どもたちへのいろんなあの手この手 

こども食堂（2020年 12月で全国４９６０か所、豊中市１７か所他） 

こどもの居場所づくり（親と子の居場所、こどもの居場所、中高生の居場所 

           日本財団の居場所、ポータルサイト） 

５．学習支援活動（生活保護世帯の中３生向け無料学習支援事業を行っていたのが 

       きっかけとなって全国に広がる） 

６．その他（フリースクール、プレーパーク、こども地域通貨「まーぶ」、子供会） 

 

午 後 

１．大阪弁ラジオ体操 

２．各班で午前の講義を振り返り討議して代表が発表 

３．教室の各係で集合し今後の活動を協議 

４．各班で成果発表会に向けての活動 

 

机の消毒して解散 



         

              本日の課題「北摂のこどもたち」 

      

               松村 幸裕子先生と授業風景 

         

             ４班に分かれての今後の活動協議 


